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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 
現在、医学界のみならず、社会全体においてダイバーシティの推進が大きな課題となっています。本学
会は、様々な背景や履歴を持つ医師に加え、農学部等の教員・研究者、栄養学の研究者や管理栄養士等
を中心とした医師以外の多様性に富む人材が活躍しており、理事会や各種委員会においても多様な人
材を登用することに留意していて、さらにそうした活動を通して学術活動を進めていくため、令和 6年
度からダイバーシティ推進委員会を設置しております。また若手の学会活動や研究の推進のために、通
常の研究助成の他に若手研究助成の制度を有しています。栄養科学または食糧科学に関する基礎的あ
るいは応用的研究を行い、将来の発展を期待し得る満 42 歳未満を対象とし、栄養・食糧学会奨励賞の
授賞制度がある。また 2016 年の第 70 回日本栄養・食糧学会大会より、学生優秀発表賞が設けられ、
将来、日本栄養・食糧学会を担う或いは栄養食糧学の発展に期待される大学院生又は学部学生の優れた
研究発表を奨励することを趣旨としている。その他として、近年宇宙への関心が高まるなか各国の宇宙
計画が企画され、宇宙空間での健康・栄養などの研究開発がより求められているため、宇宙食健康認定
制度を設け、専門人材の育成や資格制度を設けることを計画しており、認定事業として対応すべく、内
閣府とも協議を進めているところです。 
 
ｂ.当該領域における国際的な役割 
研究や学術活動の国際化へのさらなる取り組みとして、栄養学・食糧学における国際的学術交流を積極
的に支援することを目的とする国際交流助成を行なっております。また国際的学術交流としては 2022
年 12 月に第 22 回国際栄養学会議を東京で開催し、コロナ禍がまだ収束しないなか、世界各国から現
地参加者が訪れ、またオンライン参加なども組み入れて実り多い国際学会を実現しました。その他に、
本学会の代表理事・会長はアジア栄養学会連合（FANS）の理事に就任するなど、アジアの栄養学研究
における日本のリーダーシップを発揮しております。このようにアジア近隣諸国の栄養学会との交流
促進、アジア栄養学会議や国際栄養学会議等への積極的な参加を進めています。 
 
ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

本学会は、積極的に社会公共性および公益性を意識した活動を展開しています。本学会の栄養・食糧学
基金の研究助成テーマは、「生活習慣病、フレイルの予防と治療に関する栄養・食糧学的研究」および
「健康寿命の延伸と新たな健康課題の解決に資する食品開発に関する研究」であります。このような栄
養学・食糧学の研究成績が本学会誌のなかで発表されるとともに、世界的にそれらの成果・知識が共有
されると期待されます。また、日本栄養学学術連合は、日本の栄養科学・食糧科学に関する 16学会の
連合体であり、現在は日本栄養・食糧学会が世話人を務めていますが、日本栄養・食糧学会としては、
日本栄養学学術連合と連携し、東京栄養サミットで策定したコミットメントの実行に努めています。 



ｄ.学会運営上留意している点 

公益性に留意し、ダイバーシティや若手の活動の拡充などを通じて人材育成を進め、継続して栄養食糧
学に取り組み、国民・世界の人々の健康推進に持続的に貢献していくように努めております。「持続可
能性ある健康を推進する食事」をはじめ栄養・食糧学の成果について、公益社団法人の日本医学会分科
会である日本栄養・食糧学会として継続的に発信してまいります。 
 
Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 

日本栄養・食糧学会は、一般社団法人日本医学会連合の加盟学会となっており、同連合の委員会等に 
に委員を出し協力しています。2022 年 12 月には、日本医学会連合の領域横断的連携活動事業（TEAM 
事業）に日本動脈硬化学会が研究代表機関となって申請されたテーマ「動脈硬化性疾患（ASCVD）予 
防および治療を目標とし、メタボリックシンドローム・脂質異常症に対して日本食パターンを基にした 
生活習慣改善の周知普及」の採択が通知されました。このプロジェクトは、基礎部門として日本栄養・ 
食糧学会 1 学会が、社会部門 2 学会、臨床内科部門 6学会、臨床外科部門 2 学会、その他医学会非加 
盟学会 6学会の総勢 17学会が加盟し、令和 5 年度は日本動脈硬化学会が中心となって事業が行われ、 
令和 6 年度には前年度成果について日本栄養・食糧学会をはじめ協力学会により協議・修正を経て最終 
成果物の作成等の事業活動が行われる予定です。また、例年通り、第 78 回年次大会では、医学系学会 
との合同シンポジウムを開催する。なお、日本医学会連合の領域横断的連携活動事業（TEAM 事業） 
の 2024 年度事業において、3件のプロジェクトについて研究代表機関に協力する立場として 2024年 
1 月末に申請し、下記の 2 件が採択されています。 
・研究代表機関：日本耳鼻咽喉科頭頚部外科学会、テーマ：「「いつまでもおいしく食べる」ための多学 
会連携による嚥下障害対策の普及活動」 

・研究代表機関：日本糖尿病学会、テーマ：「薬剤の適正使用と「健康」に対する理解促進のための啓
発活動」 

 
 


